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One Point Advice

OPA OPA
「山（ヤマ）」と言えば「川（カワ）」
と答える忍の符号─アレルギーなら
「豚（ブタ）」と「猫（ネコ）」─

最近，滅多に作られなくなった TVドラマの時代
劇．「大岡越前」や「遠山の金さん」がとても懐かしい．
時代モノでお馴染みのシーンが表題の合図「山」・「川」
である．忍がミッションを終えアジトに帰ってくる
と，扉の向こうの仲間との通信で頻用されていた例の
合図である．セキュリティが発達した現代日本では，
おいおい虹彩認証でなくても大丈夫？ と思ってしま
う．しかし，この反射神経的にキーワードが出てくる
能力は，食物アレルギー・アナフィラキシー診療でも
非常に有効であり，問診やオーダーする検査項目を選
択する際に大いに活躍する．①「豚」・「猫」：豚肉を
食べた後に生じる食物アレルギーの中には，豚血清の
アレルゲンと同じ哺乳類である猫のフケや尿に含まれ
るアレルゲンとの間に生じる交差反応に起因する
pork-cat syndromeがある．ネコの飼育・濃厚接触歴
とネコ関連のアレルゲン特異的抗体検査を実施するこ
とで診断に近づく．著者の経験上，喘息持ちの患者で
は特に注意すること．②「タマゴ」・「インコ」：こち
らは bird-egg syndromeと呼ばれ，インコ・オウム・
カナリアなどの愛玩鳥類の飼育者に生じるニワトリの
タマゴ（鶏卵）によるアレルギーである．近年ホットな
ものとして，③「ムシ（昆虫）」・「エビ（カニ）」がある．
世界的な食糧不足を背景として昆虫を良質なタンパク
源として喫食する人が増えており，世界中の保健機関
で甲殻類アレルギーがある場合には昆虫食後のアナ
フィラキシーを注意喚起している．こんなものもあ
る．④「イヌ」・「精液」：性交渉後に発症する女性の
アナフィラキシーの原因としてはラテックス（コン
ドーム）アレルギーのほかに，パートナーの精液（精
漿）への曝露によって生じる即時型アレルギーによる
ものがある．ヒトの精漿中の前立腺特異抗原（PSA）が
主なアレルゲンと考えられているが，これはイヌの
PSAと交差抗原性があることが知られている．イヌ
好きの人の中には可愛がっているうちにイヌ PSAに
感作してしまい，ヒトの精漿中の PSAへの交差反応
により接触皮膚炎やアナフィラキシーを生じる人がお
り，なかには男性が自身の精液で発症するケースも存
在する．隠れたアレルギーの原因を見逃さないように
代表的な「忍の符号」を記憶に忍ばせてはいかがだろう
か？

（昭和大学医学部内科学講座呼吸器・アレルギー  
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2 つの一秒率

一秒率は言わずと知れた，閉塞性肺疾患診断に重要
なスパイロメトリーの指標である．学生や研修医を指
導していると，この一秒率（FEV1％）の計算式が実は
2個あることを意識している人は，あまり多くないこ
とに気づかされる．しかし，通常のスパイロメトリー
の検査報告書をよくみると，一秒率には 2種類あるこ
とに気づかれると思う．ひとつは一秒率（Gaensler）な
どと書かれている FEV1％（G）であり，もうひとつは
一秒率（Tiffeneau）などと書かれている FEV1％（T）で
ある．Gaenslerと Tiffeneauはそれぞれの一秒率を定
義した人の名前である．
それぞれ，

FEV1％（G）＝（FEV1/FVC） x100

FEV1％（T）＝（FEV1/VC） x100

で計算される．
慢性閉塞性肺疾患（COPD）患者においては，気道が
細いうえに脆弱であるため，強制呼気だと気道がつぶ
れて閉じてしまい，一秒量（FEV1）の低下とともに努
力性肺活量（FVC）も低下し，肺活量（VC）＞FVCとな
る．したがって，COPDなどでは FEV1％（G）は分母
と分子両者が低下し，FEV1％（G）＞FEV1％（T）となっ
てしまう．つまり FEV1％（T）のほうが FEV1％（G）よ
り閉塞性障害に鋭敏な指標なのである．また，経時的
なフォローには FEV1％（T）のほうが FEV1％（G）より
優れていることも解る．しかし現在，一秒率といえば
特にことわらない限り，FEV1％（G）を指す．
筆者には FEV1％（T）のほうが肺機能を表す指標と

して優れているように思えるのだが，なぜ FEV1％
（G）のほうに軍配があがったのか，時々考える．一つ
には FEV1％（G）はフローボリューム検査だけで算出
できるが，FEV1％（T）は経時的換気を測定するスパ
イログラム検査を別に行わなければならないという手
間の部分があるかと思う．もう一つは Gaenslerのほ
うがアピールが上手だったのではないかと考えている
が，確証はない．どなたか本当のところを教えていた
だけると幸甚である．
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◉〈扉（巻頭言）〉+〈座談会〉+〈特集記事〉+〈Self-assesment test〉+〈連載〉+〈One Point Advice〉◉〈扉（巻頭言）〉+〈座談会〉+〈特集記事〉+〈Self-assesment test〉+〈連載〉+〈One Point Advice〉

〈キーセンテンス〉
各ページの上部に，ポイント
が素早く簡潔に理解できるよ
う要点を箇条書きに．わかり
やすさを追求したレイアウト．

◉毎号，第一線で活躍している医師が特集を企画．非専門の医師でも理解
　できる内容になるよう，編集会議にてじっくり検討！
◉常に医師を悩ませる数々の疾患に対して，どのように診断をつけ，
　いかに治療していくべきか，最新の情報を交えわかりやすく解説！
◉日常診療で必要な，具体的かつ実際的な知識を幅広くガイド！
◉理解の助けとなるような図・表を豊富に掲載し，ポイントが上部にまとめられた，２色刷の読みやすい誌面を提供！

◉毎号，第一線で活躍している医師が特集を企画．非専門の医師でも理解
　できる内容になるよう，編集会議にてじっくり検討！
◉常に医師を悩ませる数々の疾患に対して，どのように診断をつけ，
　いかに治療していくべきか，最新の情報を交えわかりやすく解説！
◉日常診療で必要な，具体的かつ実際的な知識を幅広くガイド！
◉理解の助けとなるような図・表を豊富に掲載し，ポイントが上部にまとめられた，２色刷の読みやすい誌面を提供！

毎号，代表的な内科疾患を特集テーマとして，日常診療に直接結びつく疾患の
総説と診断手法，臨床医の腕の見せ所となる具体的な治療法の解説に力を注ぐ．
旬なテーマや新しい知見などを盛り込み最新の情報を提供．

特 集

日常診療に必須である
各種の診断法，検査法，
治療法などを専門家の
先生にわかりやすく
解説いただいている．
臨床に直結した連載を
多数掲載．

連 載

最大の特色の座談会は手間を
かけ丁寧に編集．編集委員の
中からあえて非専門のドクター
を司会におき，読者目線で
わかりやすく専門的すぎない
内容になるように配慮．
現場の生の声がふんだんに盛り
込まれた，日常診療に役立つ
内容となっている．

【座談会】

医学部・医科大学の教授，病院
の部長などの先生方が自身の
経験に基づいた“見逃しやすい
こと”“ちょっとした注意”など
日常診療のヒントを紹介．基礎
医学の気になる話題から，臨床
にすぐに役立つアドバイス
など，肩のこらないコラム形式
で多数掲載．

【One Point Advice】

代表的な内科疾患を毎号特集し，日常診療に有用な情報を幅広くガイドする内科総合誌．
特集テーマに関連した座談会や，最新の医学情報・話題も取り上げ，わかりやすく実践的な
内容となっている．

Medical Practice 編集委員会

【本誌の概要】

【編集委員】

勤務医，（内科）開業医，研修医ほか【読者対象】

わかりやすく読みやすい2色刷り(一部４色刷り)の誌面


